
 

 

２０１９年５月 23 日 

ＪＲ東日本秋田支社 

 

奥羽本線追分駅で「おもてなし到着メロディ－」が流れます！ 

 
 

 

 

１ 場  所 

  ＪＲ追分駅 

 

２ 曲  名 

  「どじょっこふなっこ」 

 

３ 使用開始 

2019年6月7日（金）から 

 

４ メロディーの流れ方 

  追分駅に到着する列車の接近に伴い、列車の到着をお知らせする放送の後に「おもてなし到着

メロディ－」が流れます。 

 

５ 採用理由 

  日本中の子どもたちに愛唱されてきた童謡「どじょっこふなっこ」は、昭和 11年に玉川学園ご

一行が東北公演旅行で、秋田市立金足西小学校（前庭に歌碑が設置されています）を訪れた際に、

同校の教師・中道松之助先生が詩吟調でうたった“どじょっこの歌”に、玉川学園の岡本敏明先

生が曲をつけて出来上がったものです。 

昭和 11年の玉川学園ご一行の東北公演旅行は、10日間におよぶ鉄道の旅であり、奥羽本線追分

駅から次の公演先へと鉄道で広められていったことから、同小学校の最寄駅である追分駅の「お

もてなし到着メロディ－」に、「どじょっこふなっこ」を採用することになりました。 

 

 

 

 

 

ＪＲ秋田支社では、奥羽本線追分駅の列車到着時に、地域にゆかりのある「どじょっこふな

っこ」の「おもてなし到着メロディ－」を実施します。 


